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折
口
信
夫
教
授

講
義
題
目
（
慶
熔
義
塾
大
墜
園
文
皐
科
）

大
正
十
二
年
l
l

昭
和
二
十
八
年

。
大
正
十
二
年l
l

昭
和
二
年
は
、
園
文
串
演
習
。

O
昭
和
三
年1
1

昭
和
二
十
五
年
は
、
園
文
皐
（
四
）
を
捨
常
し
、
内
二
づ
を
演
習
、

二
つ
を
、
文
皐
史
、
事
能
史
、
或
は
、
園
文
皐
概
論
、
図
語
皐
な
ど
に
あ
て
た

0

0
昭
和
九
年1
1

十
六
年
、
一
一
十
一
年
！
i

二
十
八
年
は
、
池
田
の
ノ1
ト
に
よ
り
、

ほ
ど
確
認
し
得
た
が
、
八
年
以
前
、
殊
に
三
年
以
前
、
及
び
戦
時
中
は
、
充
分
で

な
い
。
後
の
訂
正
を
侠
ち
た
い
。

池

回

調

郎

大
E
十
二
年

統

詞

大
正
十
三
年

寓
葉
集

巻
十
四

大
正
十
四
年

高
葉
集
巻
十
六
（
不
確
賓
）

大
正
十
五
年
・
昭
和
元
年

高
葉
集

昭
和
二
年

? 
昭
和
三
年

巻
文
献
以
前
。

義
能
史
1

護
端
、
神
紫
、
回
柴
。

源
氏
物
語
帯
木
。

文
法
論
難
語
難
解
句
に
つ
い
て
。

源
氏
全
講
合
常
夏
・
緯
火
・
野
分
。
婿
姫
・
椎
木
。
及
ぴ
伊
勢
物
語
。

文
皐
史
1

昭
和
四
年

文
皐
史
2

襲
能
史
2

源
氏
物
語

文
法
論

源
氏
査
講
曾

昭
和
五
年

文
事
史
3

塞
能
史
3

脱

文
献
時
代
、
風
土
記
、
古
事
記
。

曲
舞
、
幸
若
舞
、
念
体
踊
。

宰
蛸
・
夕
顔
。
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行
幸
・
藤
袴
・
員
木
柱
。
総
角
。

古
事
記
、
日
本
紀
。

歌
舞
妓
、
相
撲
、
人
形
。

詞



源
氏
物
語
若
紫
・
末
摘
花
。

源
氏
全
講
曾
員
木
柱
・
梅
枝
・
藤
裏
葉
。

昭
和
六
年

文
事
史
4

高
葉
集
。

嚢
能
史
4

能
の
愛
生
、
獅
子
舞
。

播
磨
風
土
記

宇
津
保
物
語

研
究
曾
本
朝
棲
陰
比
事
‘
安
居
院
岬
遁
集
。

源
氏
全
議
曾
藤
裏
葉
・
若
菜
上
。

昭
和
七
年

丈
島
一
史
5

女
房
丈
島
一
、
古
今
後
撰
拾
遣
。

園
文
皐
概
論
。
翠
能
史
ま
れ
人
。

高
葉
集
巻
一
（
一
l
l

六
二
）

妹
背
山
婦
女
庭
訓

研
究
曾
太
平
記
。

源
氏
全
講
曾
休
講
。

昭
和
八
年

文
皐
史
6

金
葉
集
前
後
、
女
流
歌
人
。

襲
能
史
語
義
。
座
‘
口
説
、
群
衆
舞
踊
。

高
葉
集
巻
二

伊
勢
物
語

研
究
曾
崎
蛤
日
記
。

源
氏
全
講
曾
若
菜
上
・
下
。

昭
和
九
年

文
皐
史
7

歌
物
語
、
民
謡
。

義
能
史
相
撲
．
棒
、
神
柴
。

高
葉
集
巻
十
四
（
一
二
三
四
入l
三
四
二
九
）

好
色
一
代
女

研
究
曾
記
組
歌
謡
集
、
梁
塵
秘
抄
。

源
氏
全
講
曾
若
菜
下
・
柏
木
。

昭
和
十
年

文
事
史
園
文
皐
史
通
論
。

園
文
皐
概
論

減
詞
、
高
葉
集
巻
八
。

古
今
集
、
枕
草
子
。

研
究
曾
謡
曲
。

源
氏
本t講
曾
横
笛
・
鈴
掻
・
タ
誘
ロ

昭
和
十
一
年
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文
皐
史
新
古
今
前
後
。

襲
能
史
饗
宴
と
賓
客
と
。

菖
葉
集
巻
十
七
。

源
氏
物
語
桐
査
｜
l

若
紫
。

研
究
曾
義
経
記
、
清
慌
物
語
。

源
氏
杢
講
曾
休
講
。

昭
和
十
二
年

文
墜
史
1

古
代
及
ぴ
室
町
時
代
。

塾
能
史
翠
能
史
概
論
。

高
葉
集
巻
三
。

好
色
一
代
男
。

研
究
曾
近
世
浄
瑠
璃
。

源
氏
全
講
曾
御
法
・
幻
・
旬
。

昭
和
十
三
年

文
皐
史
2

古
代
及
ぴ
窒
町
時
代
。

園
文
皐
概
論
。

高
葉
集
巻
十
六
。

伊
勢
物
語1

一l
四
三
段
。

研
究
曾
讃
本
、
琉
球
紳
道
記
、
園
語
問
題
。

源
氏
全
議
曾
紅
梅
・
竹
河
。

昭
和
十
四
年

文
皐
史
演
劇
史
。

塞
能
史
紳
柴
、
催
馬
築
。

寓
葉
集
巻
五
。

伊
勢
物
語2

四
四
l

一
二
五
段
。

研
究
曾
古
今
集
（
序
・
巻
二
十
及
ぴ
雑
、
各
）

源
氏
本
＋
一
議
曾
橋
姫
。

昭
和
十
五
年

文
事
史
歌
及
び
諺
‘
部
曲
丈
島
T
O

義
能
史
演
劇
及
ぴ
概
論
。

祝
詞
、
宣
命
。

菖
葉
集
巻
十
玉
、
巻
一
一
。

研
究
曾
古
今
集
儲
畑
、
俳
譜
多
の
目
。

研
究
曾
民
俗
皐
講
義
（
此
年
は
研
究
曾
二
つ
）
。

源
氏
全
講
曾
椎
本
・
総
角
。

昭
和
十
六
年

文
皐
史
近
世
・
歴
代
作
家
論
。

園
語
史
。
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搭
磨
風
土
記
。

心
中
重
井
筒
そ
の
他
。

研
究
曾
玉
葉
・
風
雅
集
。

源
氏
全
議
曾
総
角
。

昭
和
十
七
年

文
畢
史

女
房
文
盤
、
小
説
文
皐
の
要
素
、
文
鼠
？
と
民
俗
白

田
遊
と
田
柴
と
、
舞
踊
。

護
能
史

古
事
記
「
入
千
矛
の
神
」
の
研
究
、
紳
武
記
。

第
一
段
よ
り
。

伊
勢
物
語

研
究
曾

（
註
）
此
年
の
研
究
舎
で
中
心
と
し
た
講
義
は
わ
か
ら
な
い
。
演
習
の
「
伊
勢
物
語
」

v
r」
言
ふ
の
も
、
報
告
者
が
「
？
」
を
づ
け
て
ゐ
る
。
別
の
報
告
に
よ
る
と
、
伊

勢
は
十
七
年
十
月
十
三
日
か
ら
十
八
年
七
月
二
十
日
ま
で
、
初
段
よ
り
五
十
段

ま
で
と
あ
る
。

昭
和
十
八
年

丈
島
史

日
本
文
墜
の
．
要
素
（
貴
族
流
離
謂
等
）
。

西
浦
の
閏
柴
等
。

巻
十
因
。

義
能
史

葛
葉
集

源
氏
物
語

若
菜
上
n

研
究
曾

昭
和
十
九
年

短
歌
の
添
削
指
導
。

園
文
皐
概
論
文
庫
一
ゐ
普
遍
性
、
恒
久
性
、
木
質
、
護
生
、
叙
事
詩
持
情

詩
の
都
民
生
、
批
評
と
鑑
賞
。

塞
能
史
童
舞
男
舞
翁
舞
、
鬼
、
相
撲
。

蔦
葉
集

巻

（
一l

一
二
）

伊
勢
物
語
一
段
l

一
四
段
。

研
究
曾
俳
諮
「
市
中
」
の
巻
。

昭
和
二
十
年
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文
皐
史
古
代
・
文
壊
の
設
生
よ
り
物
語
、
諮
物
‘
及
ぴ
女
房
文
壊
、
逸

話
文
墜
ま
で
。

年
齢
性
別
に
よ
る
嬰
能
。

新
古
今
態
、
韓
教
、
春
の
選
税
。

俳
諮
式
目
、
座
の
話
及
ぴ
「
梅
が
香
に
」
「
洗
足
に
客
と
名
の
つ
く
」
の

整
能
史

巻
研
究
曾

民
俗
撃
の
話
。

昭
和
二
十
一
年

文
皐
史
古
代
・
文
事
の
愛
生
よ
り
記
録
時
代
ま
で
。
連
俳
論
・
石
山
百

韻
、
江
戸
三
吟
。



圏
諸
史
方
言
論
。

西
鶴
一
代
女
。
及
ぴ
‘
寓
葉
巻
五
選
結
。

新
古
今
四
季
、
轡
．
哀
傷
、
賀
、
雑
の
選
結
。

研
究
曾
民
俗
事
、
日
本
演
劇
論
。

昭
和
二
十
二
年

文
啓
史
近
代
・
治
遁
、
紅
葉
．
露
伴
、
鏡
花
、
鴎
外
、
自
然
主
義
‘
寓

生
文
、
短
歌
、
俳
句
‘
詩
。

義
能
史
翁
、
松
拍
‘
塞
能
村
及
び
旋
行
者
の
襲
能
。

葛
葉
集
作
者
別
高
葉
講
義
・
大
伴
家
持
。

近
松
「
傾
城
反
魂
香
、

研
究
曾
日
本
文
事
概
論
‘
俳
譜
猿
蓑
．
地
唄
選
勝
。

講
演
歌
舞
妓
研
究
曾
「
手
習
鑑
雑
談
、

聞
「
玉
手
御
前
の
懸
」
。

同
「
忠
臣
蔵
の
話
」
。

三
田
地
人
曾
「
方
言
と
民
俗
壌
、

日
吉
全
皐
講
座
「
光
源
氏
の
一
代
」
。

水
上
漉
太
郎
迫
悼
講
演
曾
「
父
、

昭
和
二
十
三
年

文
事
史
俳
譜
文
皐
、
連
歌
、
及
ぴ
室
町
文
皐
。

翠
能
史
鎮
魂
舞
踊
及
ぴ
相
撲
。

高
葉
集
巻
十
一
（
二
三
五
一
l
l

二
四
一
七
、
及
ぴ
以
下
選
騨
。
）

歌
謡
丈
島
一
史
演
習
そ
の
一
「
紳
柴
」
「
催
馬
奨
」
。

源
氏
全
講
曾
玉
霊
・
初
一
音
・
胡
蝶
・
蛍
。

（
註
）
源
氏
金
講
曾
は
昭
和
十
七
年
以
来
休
曾
し
て
ゐ
た
が
、
比
年
再
曾
さ
れ
た
。

研
究
曾
西
鶴
「
諸
岡
叫
」
「
五
人
女
」
、
近
松
「
女
殺
油
地
獄
」
。

特
殊
講
義
古
代
の
氏
族
丈
島
j．
道
徳
の
愛
生
、
連
歌
講
義
。

講
演
慶
限
外
語
事
校
文
化
講
座
「
日
本
の
演
劇
」
。

慶
臆
通
信
教
育
部
記
念
曾
「
古
典
研
究
の
意
義
」
。
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昭
和
二
十
四
年

文
墜
史
古
代
・
部
曲
の
停
請
文
場
。

義
能
史
俸
諦
者
及
ぴ
風
流
。

蔦
葉
集
巻
七
（
一
O
六
入
l

一
一
一
二
三
、
及
ぴ
以
下
選
結
）
。

歌
謡
文
皐
史
演
習
そ
の
二
「
梁
塵
秘
抄
」
「
閑
吟
集
」
「
室
町
時
代
小
唄

集
」
「
狂
言
小
歌
集
」
。

源
氏
全
講
曾
常
夏
・
緯
火
・
野
分
。

研
究
曾
・
民
俗
準
の
話
。



昭
和
二
十
五
年

文
墜
史

図
々
の
物
語
・
伊
勢
大
和
竹
取
及
ぴ
土
佐
日
記
。

蹴
繭
嚢
及
ぴ
偶
人
劇
。

義
能
史

高
葉
集
巻
十
三
（
三
二
二
一
l

三
二
七
九
）
。

歌
謡
丈
島
一
史
演
習
そ
の
三
「
松
の
葉
」
「
新
大
成
糸
の
し
ら
ぺ
」
。

源
氏
全
講
曾
行
幸
・
藤
袴
。

研
究
曾
「
寺
小
屋
」
の
歌
舞
妓
基
本
。

昭
和
二
十
六
年

闘
文
畢
研
究
古
代
園
丈
島
・
史
・
部
曲
文
皐
及
ぴ
そ
の
系
統
の
文
撃
。

閤
丈
島e研
究
近
世
澗
落
本
講
義
・
「
月
花
絵
情
」
「
遊
子
方
一
一
一
日
」
「
深
川

新
話
」
「
錦
の
裏
」
。

園
文
皐
演
習
卒
業
論
文
指
導
。

源
氏
全
講
曾
質
木
柱
・
梅
枝
・
藤
裏
葉
・
若
菜
上
。

研
究
曾
宣
命
・
一
克
明
天
皇
郎
位
宣
命
。

講
演
三
田
演
説
曾
「
青
年
の
奮
文
化
」
。

（
註
）
此
年
よ
り
、
皐
部
に
於
け
る
講
義
は
、
演
習
だ
け
に
な
り
、
大
串
院
の
講
義

が
聞
か
れ
る
議
定
で
あ
っ
た
が
、
此
年
及
び
次
の
年
と
二
年
間
は
、
大
串
院
畢

生
が
な
か
づ
た
錦
、
暫
定
的
に
か
く
の
如
く
に
な
づ
た
。

昭
和
二
十
七
年

図
丈
島
ナ
研
究
古
代
菖
葉
集
・
大
伴
家
持
研
究
。

園
文
庫
一
研
究
近
世
襲
能
停
承
論
・
民
俗
と
の
交
渉
面
の
研
究
。

園
文
撃
演
習
卒
業
論
文
指
導
。

源
氏
全
議
曾
若
菜
上
。

特
殊
講
義
民
俗
皐
四
講
・
衣
食
住
。

（
註
）
九
万
二
十
二
日
護
病
。
第
三
串
期
は
講
義
題
自
に
闘
係
な
く
、
特
殊
講
義
を

行
ふ
。

昭
和
二
十
八
年

岡
語
墜
特
殊
語
根
論
、
特
殊
敬
語
法
、
言
語
純
化
性
能
論
。

古
代
園
文
事
特
殊
寓
葉
集
概
説
、
径
一
講
義
。

中
世
園
文
皐
特
殊
綜
合
塾
能
史
論
。

ー

l

以
上
大
串
院

閤
文
皐
演
習
卒
業
論
文
指
導
。

i
l

製
部
四
年

（
註
）
此
年
、
始
め
て
大
串
院
の
講
義
始
ま
り
、
一
皐
期
を
以
て
終
る
。
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